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「防災スペシャリスト養成研修」評価の考え方について 

 

１．評価の基本的な考え方 

「防災スペシャリスト養成研修」全体の実施を通じて、研修の主要目的（資

料１参照）を達成できたかどうかを総合的に評価するための基本的な方向を下

表のとおり定め、研修効果を測定することを基本とする。 

 

表１ 評価段階※に基づく研修の評価の方向 

  講義・演習終了直後 コース終了直後 フォローアップ 

レベル１ 

反応 
講義・演習の満足度 コース全体の満足度   

レベル２ 

学習 

講義・演習の理解度 

（事後テスト） 

コース全体の理解度 

（事後テスト） 
  

レベル３ 

行動変容 
  

防災関連業務への活用

の方針 

防災関連業務における

取り組みの変容（受講

者と上司） 

レベル４ 

結果 
    

災害対応における研修

成果の活用（災害対応

経験後） 

※カークパトリックの 4段階評価 

・レベル１ Reaction：反応…研修参加者の満足度を見る 

・レベル２ Learning：学習…研修で学んだ知識・技能・態度面での理解度を見る 

・レベル３ behavior：行動変容…研修後、職務上の行動が変化したかを見る 

・レベル４ Results：結果…研修後、研修によって成果が上がったかを見る 

 

２．評価方法について 

（１）満足度評価の方法 

講義・演習終了直後及びコース全体の終了直後に受講者へのアンケート

調査を実施し、その結果の分析・整理を通じて、各講義・演習及びコース

全体に対する満足度を評価する。 

なお、同評価は、次の１０項目の観点から受講者の意見を引き出せるよ

う留意して調査項目を設定するものとする。 

資料５ 
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表２ 満足度評価を行うための 10項目の観点 

 
項目 

研修に関する事項 

１） 研修の内容を十分に理解できたか 

２） 研修の目的に合った講義方法がとられていたか 

３） 参加しやすい研修の時期であったか 

４） 研修の期間が長すぎないか、短かすぎないか 

５） カリキュラム内容のレベルが低すぎないか、高すぎないか 

６） カリキュラム内容で足りないものがないか 

７） 研修目的に合った研修場所であるか 

研修後の効果に関

すること 

８） 防災関係職員としての基本姿勢や職務の意味が再確認でき

ているか 

９） 現在の自分の業務における災害対応の課題の抽出に役立っ

ているか 

１０） 防災関係職員として不可欠な知識・スキルの復習・整理・

理解促進を行っているか 

 

（２）理解度評価の方法 

講義・演習終了直後及びコース全体の終了直後に受講者への簡単なテス

トを実施し、受講者の講義・演習内容への理解度を評価するものとする。 

テストは各講義・演習及び各コースごとに受講者に対して習得を求める

事項として設定している学習目標が達成できているかどうかを確認できる

ものとする。また、単なる用語の暗記に留まらず、講義や演習においてポ

イントとなる部分についての理解度を確認するための出題を意識するよう

内容を設定することを基本とする（テストの案は、次ページ以降に提示）。 

なお、「学習目標」については、講義・演習の担当講師が実施する講義

等の内容に反映し実施してもらえるよう事前の働きかけを行うものとする。 

 ※各コースの理解度テストの実施については次年度以降の課題とする。 
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例）講義「災害救助法」 事後テスト（案） 

 

 

【学習目標】 

① 災害救助法の意義を説明できる 

② 災害救助法の適用手続きを説明できる 

③ 災害救助法の特別基準を説明できる 

 

例：講義「災害救助法」 

問１ 

災害に際して、国が地方公共団体、日本赤十字社その他の団体及び国民

の協力の下に、応急的に、必要な（①）を行い、災害にかかった者の（②）

と（③）を図ること。 

問２ 

災害救助法による救助に要する費用は、（①）が支弁するものとし、費

用が１００万円以上となる場合、その額の（①）の普通税収入見込額の

割合に応じ、（②）負担とする。市町村の負担金は（③）。 

問３ 

災害救助法による救助について、「一般基準」では救助に万全を期す

ることが困難な場合、（②）の承認を得て、「（①）」を設定するもの

とする。 

 （③）から救助の程度、方法及び期間について、「（①）」の申請が

あった場合、及び県が実施する救助に関して、「（①）」を設定する必

要が生じた場合は、電話でその概況を（②）に連絡し、事後、速やかに

次の事項を明らかにした文書により申請するものとする。 

ア 一般基準により難い理由 

イ （①）の内容 

ウ その他必要な事項 

 （②）から「（①）」の承認又は不承認について指示があった場合は、

取りあえず電話で関係市町村に連絡し、事後、速やかに文書で通知する

ものとする。 

 

【解答】 

●問１：①救助、②保護、③社会の秩序の保全 

●問２：①都道府県、②国庫、③ない 

●問３：①特別基準、②厚生労働大臣、③市町村長 

 



 IS-100.b – Introduction to Incident Command System (ICS 100）
・Lesson 1: Course Welcome and ICS Overviewの理解度テスト

IS-15.b Special Events Contingency Planning for Public Safety Agencies:
・Lesson 2: Pre-Event Planningの理解度確認テスト



・Lesson 3: Risks and Hazards To Considerの理解度確認テスト
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